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「しんかい2000 」を用いて得られた，深海底生
生物の生態に関するいくつかの知見

白|||義久 Ｉ゙　 太田　 秀１’ 堀越増興・Ｉ

潜水調査船の特性を，深海底生生物の生態？的 研究1こ応用すべく，下肥の６種類

の火験・研究を行 った。

Ⅲ ガラス粉末の散布と迫跡|こよる堽穡物の生物かくはん速度の測定

｛21 庫海生物の髀休レベルでの呼吸冊の測定

131 ナマコ類の嗣化率の劃定

Ⅲ 目視観察および映像記録1てよるｔ 物の活動度の測定

151 映像記録ICよる底生生物の空間分布型の検討

161 近底層流向洫速記録と生物の活勳との対応の研究

現在解析の途中であるか，すで|て呼畷暈の側定轄 果は深海癨メイオベントスの活

性が浅海産のものに近いことを示し。またナマコ隲の帖翼な行動が近底層流の蝕化

|こ反応したものであることも明らかになうてきており。今後とも深海底牟４ 物の生

●学的研究を動的側面から推遍して行くために，潜水櫚査射を用いた跼在ならぴ1て

実験を行うことが必硬であろう。

Some  Results on the Ecology of Deep-Sea Benthos Obtained Using

"SHINKAt  2000"

Yoshihisa Shirayama ･* Suguru  Ohla ** Masuoki  Horikoshi *J

In  order to make  full use of the virtues of a manned  research submersible

in  an  ecological study  of  deep-sea bentJios, the following six experiments

were  carried out. 1)  Measurements  of the rate of bioturbation of the scdi*

ment  by  dispersing glass powder  on the sediment-water interface and mom*

toting ttt tedfcpenal. 2)  Measurement*  of the sespisatvoa taw of iftdivviu^

deep-sea organisms. 3)  Measurements  of the digestion rate of holothurians.

4) Visual observation and recording of bemhic  activity. 5)  Examination  of

the spatiaJ distribution pattern of benthic organisms using photographic re*

cords. 6)  Investigation of the correspondence  between  near-bottom  current

records and the activities of bemhic  organisms.

Although  the analysis of data is still in progress, the results of measure*
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ments  of respiration rate suggest that the activity of deep*sea irieiobendios

is close to that of  shallow-1water species, and  upward  arching behaviour of

holothurians is found  to be  a  response to  an  increase in bottom  currcnt

velocity. These  results point out  the necessity of using manned  deep-sea

submersibles in future ccoJogical investigations of  the dynamic  aspects of

deep  sea benthic ecosystems.

1. はじめに

榊水調食船には，他の深海底生雌物研究用の観

測機器には見られない，いくつかの特徽を挙げる

ことができる。まず｡ 採集地点 に関して微妙なスヶ

－ルでは令く確率的でしかない，船上から垂下す

る方式の機器と異なり，特定の地点を選定して試

料を採集することができる。この符徴は，単に一

度の潜航で特殊な献料を得ることかできるだけで

なく，複数の潜航を時問間隔を置いて同 一の地峨

で行うことによって，深海底生生物生態学に時間

的 側面を導人することが可能であることを意味し

ている点 で，極めて重要なものである。また，時

窄間的に切れ目のない映像記録が得られることも，

潜水剥査船の･「i要な特徴として挙げることかでき

よ７｡

h記のような特徴を生かすべく，われわれは，

「しんかい2000 」のDive 131 ～133s こおいて，

６挿の実験を行った。現在まだ大部分の試料は分

析申であるが，それにもかかわらずいくつかの知

兇をすでに得ることができたので，ここsこ予報と

して報告する。

2. 方　 法

本報告の資糾は令て「しんかい2000 」のDive

131,  132 および133 の際行った爽験および採集

試料に基づいている。 前述した潜水調査船の第一

の符徴である，特定の地点で 試料の採集が可能な

点を利川すぺく，３種の火験を行った。

まずDive 131 においてガラス粉末（φ－70

μｍ）を散布し, Dive 132 において敵布地点に

行き，柱状堆柚物試料を採 集した。この試料中の

ガラス粉末の鉛直分布から，雀物かくはん速度を

計測す る予定であるが，現在は試料の分析巾であ

る。

マニ ピ ュレータを用いて採集した生物の呼吸量

を測定 する目的で２腫の実験を行なりた。まず。

マクロベントスsこついては，生物そのものを捕獲

し，浮上後直ちsこ密閉系に移して， 飼育海水中の

酸素分圧の変 化を追跡した。またメイオベントスに

ついては，堆植物献料を採集し，低温に保ったま

ま陸 上火験家 へ愉送し，Ｈａｍｂｕrger （1981 ）

のフタ付ダイバー法を用いて，一個休ずつ呼吸量

を測定した。

さらsこナマコ類の消化率を測定すぺく， ナマコ

の口器直前の堆植物，ナマコ本体，および新鮮な

糞の採 集を試みた。

一方，スチルカメラおよびビデ オカメ ラを用い

て得られた時空間的に連続した映像試料からは，

生物の 活動度の記載と測定，メガベントス・マクロ

ベントスの精密定皿と空間 分布型の測定を行った

ほか， 海底係留系によって 得られた近底層流向流

速記録と，潜航巾に 得られた生物の活動の記録と

の対応の研究を行った。

3. 結果および考察

現時点では，メイオベントスの呼吸量の測定と

近底層 流向流速記録と雀物の活助との対応の研究

につい て桔果がまとまっているか，マクロベント

スの呼吸量の測定と ナマコの消化率の測定の火験

は剱僉ながら失敗に終った。

メイオ^ ン゙トスはxjS の底雀生物であるが，そ

のうち線虫駮，ハルパクチ クス類および多毛順sこ



つい て呼吸鏈が測定された。軅 虫槧|こつ いて 徇ら

れ た呼 吸量は １･醯体当り1.2～9.6nl  Oz/h であり，

単位体咀゛1り1こ換算すると350 ～5500 μ1102 ／

h ／gR: 相当 するものであ った。 この債 は過J こ|こ

浅廊産のもの|こついて 発表されている航｛Nicho ｝ａｓ

1984 ）と大差な く。魚類について 知られてい たよ

うな深海における生物活性 の低 下(Smith and

Ilessler.  1974) が。 メイオベ ントスでは 見られ

ないことが暉|らか|こな 。た。

メイオベ ント スは深海系Ｒ:おい て，そ の相対的

割 肖が増加すること，およ び今回 の結製で単位体

埀当りの呼吸Ｑが体電の増加|こ伴 って急速Ｒ:低 ’F

したこ となどを考え 合わせると， 深海底生生物生

態系|こおいては， メイオベント スが最 も岷喪なエ

ネルギ ーjn貧 者とな･。て いる可能性が 示唆された。

海底 係留系を用いて測 定され たＥ＆ 沖 の沂眤削

流はｆ 均的sこは 極めて弱い もので， 多 くの時間僭

か劃定限界以 卜であ ・ーたが，時々 秒漣約2ひｃｌの流

れも測 定され た。Dive  133 1 こおいて ナマコ顛 の

ー種（ ムラ サ キハ ゲ ナマ コ）が カマn ’を持ち 上

げ るような 行動を 見せたが （写 貞 １），流速jl･の

記録|こよ ればこ の行動の闘 始時刻はちょ うど底屬

旅が嫡 著1こな ウた時刻と 一象 しており， 底縅流の

強弱|こ対応して ナマコが 行動様式を変化 させて い

ることが明らか1てな った。 梅底1こ一様に 散布 した

ガ ラス粉 末上に，24 時間後 の次の潜航時1こは明 僚

な生痕が多 数確認 された（写真 ２）ことなども考

え合わ せると， 食勧の供給の不足1こ対応 して各檻

の活性を栃度|こ低下させている と考えられ ている

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH  (1965 〉

深海の底生生物生態系においても，おのおのの勦

物の活動は意外|こｉ 発であるらしいと推察される。

本報告中の呼吸量の紡果は，現場の圧力下で行

われておらず，また実験例も十分とはいえないが，

わずか３回の潜航からでも，深海生物が活発に活

動している様子をうかがい知ることができた。過

去現存餓の記載を中心1こＬてきた深海底生物の生

態学的研究を。動的側面を導入すること|こよ 。て

飛躍的に発展させるためには。今後とも潜水調査

船の特性を充分活川した調査ならびに実験を数多

く行い資料をさらに積みiR ねて行くてとが必要で

あろう。
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１２ ２

町叭１　底層硫の強化に応谷して特異な姿勢を収ったナマコの一妬（ ムラサキハ

ゲナマコ）

A  hohjfiuiimn  (Hounyc/iu  moseieyt  7'herd  sfimvjng
<m  upward  ,>tchiny p<wnirt> responding  u> the increase <>f boltnm
air rent velocity .

‘″,･･!I! 2　洵 底l ご 黻flj し た が う ス 粉 末 の|; に 岐 さ れ た 各 師 のj14 ほ:li｡

|.t･lχ･llｓｓl】ぽ4･｢1 ，1n lht･ MI;l ｓｓ p 。ｗd4･r ills μ･r攷Ml on lh(･ ｂ,llom 川

lhc 9･11.
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